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NHK杯全国高校放送コンテスト　 ２０×１０

様
式
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意
図
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下
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隣接権処理

その他

再
生
時
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分
　
　
秒

（エントリーシール貼付欄）

日本音楽著作権協会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

JASRAC管理の著作物を使用した場合、許諾番号を記入すること　↑

２－１
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制作意図

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
全
角
十
五
文
字
ま
で
し
か
表
示
さ
れ
ま
せ
ん

ふ
り
が
な

学
校
名

ふ
り
が
な

様
式
２
│

１
　
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
ド
ラ
マ
部
門
　
台
本
表
紙

（記入しないこと）

都
道
府
県

チ

ェ
ッ
ク
欄

全
国

２－５
制作スタッフ
キャスト表

２－６
著作物一覧
表

著作権処理

２－３
あらすじ
（ドラマのみ）

２－４
台本

ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

（
例
）
埼
玉
県
立
埼
玉
高
等
学
校

さ
い
た
ま
け
ん
り
つ
さ
い
た
ま
こ
う
と
う
が
っ
こ
う

（
例
）
台
本
の
見
本

だ
い
ほ
ん
の
み
ほ
ん

6

59

作品の時間

６分３０秒以上

～７分以内

制作意図には、

なぜこの作品を作るに至ったか・・・

などを記入します。



時間 時間

キ
ャ
ス
ト

キ
ャ
ス
ト

（FULL) レ
（BG）　ベ
（O）　 ル

（FULL) レ
（BG）　ベ
（O）　 ル

　
　
　
音
　
　
　
声

　
　
　
音
　
　
　
声

様式２－４　　　　　　　　　　　　　　NHK杯全国高校放送コンテスト　　　　　　　　　ラジオ番組台本用紙 様式２－４　　　　　　　　　　　　　　NHK杯全国高校放送コンテスト　　　　　　　　　ラジオ番組台本用紙

１2

ページ数

主
人
公

笑
え
ば
元
気
に
な
る
さ

（
Ｂ
Ｇ
Ｍ

イ
ン
）

主
人
公

笑
え
ば
元
気
に
な
る
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（
Ｂ
Ｇ
Ｍ

ア
ウ
ト
）

（
Ｓ
Ｅ

爆
発
音
）

０’０００’０5０’０8０’13

１ ＢＧＭ「硝子の青年」２ 効果音「爆発音」

音のレベル

ＳＥ＝効果音

様式２－６の

使用著作物一覧の

通し番号と

その著作物名を記入
登場人物

セリフ
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制
作
ス
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キャスト 制作スタッフ

監
督
・
・
・
・
・
・
高
野

海
苔
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本
・
・
・
・
・
・
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野

鮪

撮
影
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編
集
・
・
・
深
谷

葱
夫

録
音
・
・
・
・
・
・
伊
奈

正
夫

担当した役職名

担当者氏名

（フルネーム）

主
人
公
・
・
・
・
・
・
・
天
宮

晴

ヒ
ロ
イ
ン
・
・
・
・
・
・
橋
野

彩

ク
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ス
の
み
ん
な
・
・
・
埼
玉
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校
放
送
部
部
員

役名

エキストラに関しても

記入すること

出演者



様式２－６　 使用著作物一覧表

部門名　　　　　　　　　　　 作品名　　　　　　　　　　　　　　　　　 学校名　　　　　　　　　　　　　　

番号 分類
著作物名

（曲名・題名など）
著作者名

（作詞・作曲者など）
著作者の
許諾書

著作隣接権者名
（歌手・演奏者・

　レコード会社など）

隣接権者
の許諾書

オリジナルの
所有者

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

記入について：分類には、ＣＤ・音楽・美術品・ＴＶ番組等を記入する。

レコード協会に所属するCD会社の著作隣接権の許諾は、様式２－７＜使用許諾書＞を使用し、その写しを添付する。

JASRAC管理の著作物については、＜利用明細書＞の写しを添付する。

JASRAC管理外の著作物については、＜許諾を示すもの＞を添付する。

著作権処置が不要なものについては、番号に○をつける。

著作権フリーなど、著作権処理のいらない音源を使用したときは、著作権処理不要〈利用条件〉の書いてある書面のコピーを添付する。

（なお（株）アーキー・（有）EXインダストリーのものは、コピーは必要ない。）

ラジオドキュメント （例）台本の見本 （例）埼玉県立埼玉高校

CD
Aalbum2

（硝子の青年）

作詞 松本 隆

作曲 山上達郎
JASRAC

ジャーニー

エンタテイメント ○ 本校生徒

効果音 爆発音 自校生徒自作 本校

様式２－６の書き方の詳細は、

要項号の見本をご覧下さい。

ＢＧＭ等を使用した場合、

台本本文の

「音のレベル」欄に記入する番号と

この欄の番号を一致させて下さい。

様式２－７などの

許諾を示す書類を台本の末尾に添付すること




